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平 成 ２ １ 第 １ 回 
箕面市教育委員会定例会会議録 

 
 
１．日  時  平成２１年１月１３日（火） 午後３時３０分 
 
１．場  所  箕面市役所 本館３階 委員会室  
 
１．出席委員  委 員 長 小 川 修 一 君 

委 員 長 職 務 代 理 者 白 石  裕  君 
委 員 坂 口 一 美 君 

委 員 福 井 聖 子 君 
 
１． 付議案件説明者 

教 育 長 職 務 代 理 者       
教 育 次 長       重 松  剛  君 
教 育 推 進 部 長  森 井 國 央 君 

子 ど も 部 長 埋 橋 伸 夫 君 
生 涯 学 習 部 長 井 上 隆 志 君 
教 育 推 進 部 総 務 次 長 
兼次長(教育政策・学校管理担当) 稲 野 公 一 君 
兼 教 育 政 策 課 長 

教 育 推 進 部 次 長 
（教育指導・教職員担当） 若 狭 周 二 君 

子ども部総務次長兼次長 
兼子ども家庭相談室長 中 村 信 隆 君 
兼子ども家庭相談室課長 

生涯学習部総務次長兼次長  黒 田 正 記 君 

学 校 管 理 課 長  岩 永 幸 博 君 
学 校 教 育 課 長  中 村  香  君 

教 職 員 課 長  松 山 隆 志 君 

人 権 教 育 課 長  笹 川 実千代 君 
教 育 セ ン タ ー 所 長 加 賀 康 弘 君 
子 ど も 政 策 課 長 森 本 博 一 君 

子 ど も 支 援 課 長 水 野 賢 治 君 

幼 児 育 成 課 長 千 葉 亜紀子 君 
子 ど も 部 専 任 参 事 
（ 幼 稚 園 担 当 ） 津 田 善 寿 君 
子 ど も 部 専 任 参 事 
（ 債 権 担 当 ） 荒 木 啓 雄 君 
子ども家庭相談室専任参事 小 川 衛 子 君 
生 涯 学 習 課 長 小 西 敏 広 君 

生 涯 学 習 課 参 事 河 原 弘 明 君 

生 涯 学 習 部 専 任 参 事 
（ 生 涯 学 習 事 業 担 当 ） 大 浜 訓 子 君 

中 央 図 書 館 長 江 口  寛  君 

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 吉 田 卓 司 君 

 

１．出席事務局職員 
教 育 政 策 課 担 当 主 査        髙 橋 勝 代 君 
教 育 政 策 課     森   貴 美 君 



１． 議事日程 

日程第 １ 会議録署名委員の指定 

日程第 ２ 全国学力・学習状況調査に関する陳情の件 

日程第 ３ 箕面市立学校財務取扱要綱改正の件 

日程第 ４ 箕面市情報開示審査会に対する諮問の一部取下げの 

件 

日程第 ５ 財産取得要請の件 

日程第 ６ 箕面市教育委員会事務局職員の人事発令の件 

日程第 ７ 箕面市教育委員会会議録の承認を求める件 

日程第 ８ 教育長職務代理者の報告 

 

 

（午後３時３０分開会） 

 

 

◯委員長（小川修一君） ： ただ今から、平成２１年第１回箕面市教育委

員会定例会を開催します。議事に先立ちまして、事務局に「諸般の報告」

を求めます。 

（事務局報告） 

◯委員長（小川修一君） ： ただ今の報告のとおり、本日の出席委員は４

名で、本委員会は成立しました。 

◯委員長（小川修一君） ： それでは、日程第１、「会議録署名委員の指

定」を行います。本日の会議録署名委員は、箕面市教育委員会会議規則

第４条第２項の規定に基づき、委員長において福井委員を指定します。 

◯委員長（小川修一君） ： 次に日程第２、平成２０年第１１回の箕面市

教育委員会定例会から、継続審議となっている陳情第２号（平成２０年

から継続）「全国学力・学習状況調査に関する陳情の件」を議題としま

す。前回の定例会では、文部科学省の実施要領がまだ定まっていなかっ

たことから通知が来ていませんでした。そのため、平成２１年度の実施

要領の確認、及び府内の市町村の参加協力の状況を調査した上で、陳情

の採択に関しての結論を出そうということで、継続審議にしました。そ

れでは、その２点についての説明を学校教育課長に求めます。 

○学校教育課長（中村香君） ： 平成２１年度全国学力・学習状況調査の

実施要領については、平成２０年１２月２４日付け、文部科学事務次官

名で通知がありました。基本的な調査目的、調査対象、調査方法につい

ては、本年度と同様です。つまり、次年度も調査は悉皆調査として実施



されるとのことです。なお、提供される調査結果の取扱いについては、

本年度さらに丁寧に書かれている部分があります。留意事項（１）オで

「関係機関等に対して、調査結果等を提供する場合には、提供を受ける

機関等において、本実施要領の趣旨が遵守されることを前提とするとと

もに、本実施要領の趣旨に基づいた取扱いが行われるよう必要な措置を

講ずること。」とありました。次に、現時点での府内各市町村の参加協

力の状況については、現時点での府教育委員会の集計によると、回答が

あった２２市町村のうち、１７市町村が参加協力を決定され、５市町村

についても、今後、参加協力の方針となっています。他の市町村につい

ても概ね参加協力ということです。 

○委員長（小川修一君） ： 次に、昨年度と本年度と箕面市が参加・協力

したことに関して、この２年間の成果と課題について、事務局はどのよ

うな把握をしていますか。 

○教育推進部次長（若狭周二君） ： 事務局としては、成果あるいは、効

果として大きく３点認識しています。１点は、実態把握という観点です。

具体的には、成果として、全国の水準と本市の実態を把握し、その中か

ら本市の成果と課題を取り出すことができました。その成果と課題から、

従来の施策・取組の見直しができました。２点は、教育評価という観点

です。具体的には、子どもたちの学力・学習状況の実態や進歩を捉える

ことができ、学校においての授業改善・指導方法の工夫・改善等の見直

しに役立てることができたと考えています。３点は、説明責任、いわゆ

るアカウンタビリティという観点です。結果分析の公表により、市民の

皆様や保護者の教育への関心を高めることができました。結果として、

教育について、協力して取り組んでいく気運が高まり、保護者はもとよ

り、地域住民の皆様に教育に強い関心、認識をいただける環境が醸成さ

れたと考えています。 

○学校教育課長（中村香君） ： 学力調査の結果から分析すると、算数・

数学、国語の教科、及び「知識」に関する問題、「活用」に関する問題、

すべて全国との関係においては、概ね良好な結果でした。しかし、記述

式の問題に弱点があったり、自分の意見をまとめるという点では、学校

教育の中で、さらに授業改善をしていく必要があると考えられます。各

学校においては、算数の勉強をする際に、実際に自分の考えをノートに

書いてから発表したり、国語においても自分の考えを述べる機会を作っ

ていくよう、それぞれ授業改善をすることを学校全体の取組として進め

ていこうとしているところもあります。また、教育センターの研修の内

容も、活用の問題に当たる、自分の意見を考え、まとめて、発表する形



の授業ができるような研修をたくさん取り入れることも行っています。

また、児童・生徒の質問紙調査の分析からは、授業内容は、概ね理解で

きているものの、学習への興味・関心について、さらに高める必要があ

ること。また、箕面の子どもたちはどちらかというと、「遅寝・遅起き」

が多いということもわかり、このような基本的生活習慣を見直してみる

ような取組が必要であること。それから、地域行事が比較的多く取り組

まれているにもかかわらず、参加率が全国と比べて低いという実態も見

えてきました。このことで、ＰＴＡをはじめ、地域の青少年育成団体の

皆さんに協力を求め、それぞれの取組の改善、さらなる強化をお願いし

ているところです。また、学力的に高いとの結果を出しているにもかか

わらず、中学校になると子どもの自尊感情が全国と比べると、やや低く

なる傾向も見受けられました。このようなことを受け、例えば、中学校

区で子どもたちの課題を分析して、子どもたちが自分を好きになる取組

をしていく。例えば、「ありがとう運動」として、子どもがよいことを

したときに、周りの大人が積極的に「ありがとう」と声をかけるような

取組をしていこうという中学校区も生まれています。このように、具体

的にも調査結果を生かした取組が箕面市内でたくさん生まれていると

認識しています。 

○委員（白石裕君） ： 平成２１年度の実施要領に基づいて行うとすれば、

箕面市には、次年度どのような調査結果がもたらされるかについては、

どうですか。 

○学校教育課長（中村香君） ： 箕面市に提供されるのは、市町村教育委

員会に対する当該市町村における公立学校全体の状況、及びその設置管

理する各学校の状況に関する調査結果です。 

○委員長（小川修一君） ： 具体的にいろいろな工夫や改善策を各学校で

も協議の上、実践されていると思うのですが、先ほどの説明で、国語で

自分の考えを述べるような習慣やそのような能力を伸ばす取組につい

てありましたが、それについては、各学校において、どのような工夫が

されているのですか。 

○学校教育課長（中村香君） ： 子どもたちが、そのときの思いつきで手

を挙げて発表するとか、先生の発問に対して、必ず自分の考えを、例え

ば１００字以内にまとめた上で、それを基に発表することを習慣付ける

取組を行っていると聞いています。 

○委員長（小川修一君） ： 国語の授業などは、斬新なやり方は見つかり

にくいとは思うのですが、このような方法は、学校現場だけで方法を見

つけ出そうとするのは、なかなか難しい面もあろうかと思います。その



場合は、事務局としてどのようなアドバイスをされるのですか。 

○教育センター所長（加賀康弘君） ： 教育センターにおいては、委員長

がおっしゃったような問題を克服するために、いろいろな研究や研修を

行っています。昨年度より国語の読解に関する研究員を組織しました。

国語の読解は非常に難しいもので、いろいろな方法があります。情景読

みや心情読みなどありますが、今問われているのは、いかに問題文をき

っちり読んでいくかなので、構造的読解力といわれています。大阪教育

大学の住田先生にお越しいただき、文章を構造的に読んでいき、筆者が

伝えることをしっかり学んでいく。これが、書く力、記述力にもつなが

っていくという考え方です。これを、昨年度、本年度と全校から研究員

を募って、この研究を進め、各校に広めていっています。 

○委員長（小川修一君） ： ２０年度に実施された調査が、１９年度と比

べて、随分、問題の工夫があったと見て思ったのですが、顕著なところ

は、どのようなところですか。 

○学校教育課長（中村香君） ： 知識を問うだけでなく、実際の生活の場

面で、持っている知識を使って、どのように問題解決ができるかについ

て、読解力や持っている力を問う問題が、多かったと思います。 

○委員長（小川修一君） ： 私が目についたのは、算数の面積を出す問題

で、街中の通りの面積を問う問題の答えを選択肢で選ぶ問題があったか

と思います。それは、生活に密着したというか、子どもたちが実体験に

基づいて理解するような工夫がなされていた点も目についたところで

す。ですから、２１年度の問題が作られるとすれば、そのような点がも

っと工夫されることを期待するところもあろうかと思います。 

○委員（福井聖子君） ： 先程、中学校になると自尊感情がやや低いとい

う結果がありましたが、この原因として、何か考えられるものがあるの

ですか。 

○学校教育課長（中村香君） ： それぞれの学校によって、理由は考えら

れていると思うのですが、例えば、ある中学校区におきますと、小学校、

中学校の保護者や地域の方が集まって、この調査結果をもとに、どうし

て子どもたちがこのような結果を見せているのかということについて、

話し合いが行われたそうです。その中で、子どもたちは、よい子になろ

うとするが、ある一定の枠を少しはみだしてしまうと、自分はだめだと、

思うようです。また、周りの期待もこのようなことができてほしいとい

うことばかりを子どもに、大人の都合で押しつけていなかっただろうか

と振り返った中で、子どもたちへもっと肯定的な声かけを行うことが、

とても大切なのではないかという話し合いが行われたと聞いています。



子どもたちにとっては、自分にとって、大切だと思っている大人から肯

定的な評価を受けることがとても大事なので、そのあたりについては、

もっと保護者だけでなく、地域も協力して取り組んでいきたいと伺って

います。 

○委員長（小川修一君） ： さて、陳情については、３点まとめて指摘が

ありました。１点目に「一部不要な情報は返上すること」とご指摘いた

だいています。これについて、委員の皆さんからのご意見はありません

か。 

○委員（福井聖子君） ： 次年度の実施要領において、提供される調査結

果や情報の取扱いについて説明してください。 

○学校教育課長（中村香君） ： 実施要領の９．留意事項（１）オ、先程、

変更があったと説明した部分の前段に当たるところですが、「各教育委

員会、学校等においては、提供された調査結果等について、本実施要領

に基づいて適切に利用するとともに、管理を徹底するために、必要な措

置を講ずること。」とあり、基本的には結果は提供を受けた機関で管理

することになっています。 

○委員長（小川修一君） ： 「必要な措置を講ずる」とありましたが、具

体的にはどのようなことをするのですか。 

○学校教育課長（中村香君） ： 不必要にコピーをしないとか、情報を持

つ責任者をはっきりするとともに、保管する際にも金庫に保管するなど

の厳重な保管状態にすることだと考えています。 

○委員（坂口一美君） ： 箕面市の文書取扱規程ではどのようになってい

ますか。 

○学校教育課長（中村香君） ： 箕面市文書取扱規程によると、提供され

た情報は行政文書にあたり、箕面市文書取扱規程第３１条に基づき、「行

政文書は一定期間保存する」ことになっています。従って、直ちに返却、

廃棄はできないことになっています。 

○委員長（小川修一君） ： 一定期間保管すること、ここがポイントなの

ですね。では、２点目の「文部科学省に抽出調査にすることを働きかけ

ること」について、各委員からご意見、ご質問をお願いします。   

○委員（白石裕君） ： まず、初めに申し上げたいのは、２０年度から実

施要領の調査の目的（３）として、「各学校が各児童・生徒の学力や学

習状況を把握し」として、「各学校」という言葉が入っているのですね。

１９年度の文章で理解していたところがあって、その点の誤解も多分に

私自身にあったと認めざるを得ないのですが、そのようなことであるの

であれば、やはり、２１年度も悉皆調査が原則として行われるという要



請の形になると思います。私自身は、今、子どもたちに求められている

学力は、今までの暗記中心の知識などではなくて、生活に根ざしたもの、

あるいは、教育センター所長の説明に、国語については、構造的な読解

力が必要だということでしたが、これは今までと違う学力がグローバル

スタンダードで求められていると思います。そのような意味では、問題

もそのように作られていると、私は自分でやってみて思いました。しば

らく、調査を続けてみて、箕面の子どもたちが今求められているものに

ついて、どの程度身についているのか、いないのか。しばらく定着のプ

ロセスを見る必要があろうかと思うのですね。しかし、６０億かけて、

これを毎年行う必要があるかについては疑問なのですが。箕面市は、本

当に丁寧に分析されていますが、他にはできないところも多分にあるか

と思うのですね。このようなことを言っては失礼だと思いますが。ただ

やっただけというところも全国的に、このようなことをいうべきではな

いかと思いますが、なかなか容易でないところもあろうかと思うのです。

そのような意味でいうと、一回できたものを何年かかけて分析して、そ

の結果に基づいて、また新たに取組をすることも必要だと思うので、そ

の意味では、当面は悉皆もやむを得ないと思うのですが、いずれは、抽

出でもいいだろうし、あるいは、これは私の個人的な意見ですが、毎年

行う必要があるのか。学力を確かめるのは大事なことですが、間をおい

て行ってもいいのではないか。結論から言いますと、２１年度について

は、悉皆調査を行ってもいいのではないかと思いますが、いずれ、抽出

にしてほしいとか、その他の方法もあり得るのではないかということも

考えていかなければならないし、箕面市の教育委員会は、府教育委員会

に抽出調査にしてほしいと、文部科学省に働きかけてほしいことを去年

もいっていただいたと思うのですが、引き続きそのような働きかけをし

ていく方向でしてほしいと思います。 

○委員（坂口一美君） ： 私も白石委員がおっしゃるとおりだと思います。

元々、学力調査については、教える側が、どのような形で子どもたちに

教えていくかを研究・調査をしていくためのものであり、また、生活状

況調査については、公開された調査結果によって、保護者や地域の皆さ

んが、どのようにして、子どもたちの生活等に関してフォローしていく

かということが、一番大事な点だと思っています。そのような意味では、

毎年調査をすることによって、確かに数字としては把握できますが、そ

の間に非常に細かい分析、また、一人ひとりの子どもに対して、学校や

家庭を通じて手当てしていくまでには、非常に時間がかかると思います。

そのような意味では、次々と毎年調査をする意味があるのだろうかと思

いますし、地域的な分析等が必要であれば、それこそ悉皆ではなく、抽



出で、必要なデータで調査分析することは可能だと思っています。その

点に関しては、文部科学省に府教委を通じてしっかりと意向を伝えてい

ただきたいと思います。 

○教育推進部長（森井國央君） ： 両委員ご指摘の抽出調査については、

２２年度以降については、抽出調査を含めた実施を検討していただきた

いと事務局としても府教委に要望していきたいと考えています。 

○委員長（小川修一君） ： この点については、我々の強い希望ですし、

ぜひ要望をしていく必要があると思っています。具体的には、今までど

のようなルートで働きかけてきたのですか。また、新たな方法について

もどのように考えていますか。 

○教育推進部次長（若狭周二君） ： 従来は、大阪府都市指導主管課長会

で議題にのせています。また、府教委主催の学校教育指導主管部課長会

でも、悉皆調査ではなく抽出調査に変更願いたいと要望しています。都

市教育長協議会でもそのような話があったと聞いています。また、新た

な方法としては、今の３つの場を中心に、箕面市としても教育委員会委

員さんのご意向もありますので、口頭のみならず、文書報告も考えてい

ます。 

○委員長（小川修一君） ： 大阪府内の教育委員会委員長の会議でも、し

ばしば私も申し上げています。ですから、一つだけでなく、いくつかの

ルートを通じて、このことが切実な問題であることを訴えかけていくこ

とが必要だと思います。次に、３点目の「２００９年度も悉皆調査なら、

参加しないこと」について、各委員からご意見、ご質問をお願いします。 

○委員（白石裕君） ： 私は、平成２１年度は、参加し、また、分析して

いろいろと活用させていただきたい。しかしながら、方向性として、申

し上げたような方策を模索することで参加することに賛成します。 

○教育次長（重松剛君） ： 陳情については、３つのポイントがあります

が、本調査の目的が、教育委員会においては、自らの教育及び教育施策

の成果と課題を検証し、その見直しを図ることです。また、各学校にお

いては、児童・生徒への教育指導や学習状況の改善に役立てることとし

て、全体的には、学校の取組の改善に役立てることが目的です。そのた

めに、文部科学省から提供される調査結果を分析し、その分析結果を今

後の箕面の教育にどう生かすか、それが大切だと思っています。その意

味でも、文部科学省からのデータを得て、今年度のように、十分に事務

局で分析する必要があると考えています。この行政情報については、一

定期間保存が義務付けられていますので、直ちに破棄、返上はできない

と考えています。この点をぜひとも、ご理解いただきたいと思います。 



○委員長（小川修一君） ： 文部科学省からのデータを分析、そして、教

育施策や取組の見直しなど、子どもたちの教育に生かすことがこの調査

の本質であることは誰しも認めるところですが、このデータについては、

行政情報であり、一定期間保存が義務付けられていると説明がありまし

た。 

○委員（坂口一美君）： 国が実施する調査ですが、市町村が主体となって

参加を決めることとなっていますので、いろいろな状況を考えると、参

加しないことも一つの方法だと思います。ただし、白石委員がおっしゃ

っていましたが、今回の公開・非公開については、公開することを非常

に心配していました。ただ、箕面市としては、非常に分析結果が丁寧で、

また、ＰＴＡと協働でパンフレットを作成するなどして、保護者として

も安心する形での公表でした。そのような意味では、２２年度以降に調

査に参加するかは別としても、今度の２１年度についての参加は妥当だ

と思います。ただし、条件として、絶対にそれぞれの学校の結果につい

ては、公表しないことは、守っていかなければならないことだと思いま

すし、今回のような公表であれば、保護者にとってもいいことではない

かと思っています。また、それをいい形として子どもたちに還元してい

ただきたいと願っています。その点では、白石委員がおっしゃった形で

２１年度も参加することには、私は賛成です。 

○委員（坂口一美君） ： 陳情の採択に関しての質問ですが、すべて条件

が整っていないと、採択ということにはならないでしょうか。例えば、

一部承知しても、情報公開の点については、先ほど説明があったように

箕面市としては難しいということになると、３点がそろわないと通らな

いのでしょうか。 

○教育推進部総務次長（稲野公一君） ： 陳情を採択するか、しないかと

いうことが決定事項となります。 

○委員長（小川修一君） ： 他にないようでしたら、陳情第２号を採決し

ます。本陳情を採択すべきと思われる委員の挙手をお願いします。 

（挙手なし） 

○委員長（小川修一君） ： 挙手がありませんので、採決の結果、本陳情

を不採択とします。箕面市としては、平成２１年度全国学力・学習状

況調査への参加・協力をするということとします。なお、２月には、

私ども教育委員会委員が市民の方々と教育について語り合う会を４回

ほど実施する予定を組んでいます。この件については、また、広報し

ますが、今日、議論したようなことも含めて、意見交換会を実施した

いと考えています。今後も、市民の方々との意見交換の場について、

より積極的に取り組んでいこうと思っていますが、時間的な制約もあ



りますが、その都度、テーマを設けて市民の方々の意見を積極的に聴

取する。また、こちらの考え方も知っていただく会を持ちたいと考え

ています。事務局も準備があると思いますが、お願いします。なお、

陳情についての返し方については、本日いただいた意見等を踏まえて、

事務局で原案を作成し、私に提出してもらいます。この点について、

委員長に一任いただきたいのですが、よろしいですか。 

（“異議なし”の声あり） 

○委員長（小川修一君） ： そうさせていただきます。 

◯委員長（小川修一君） ： 次に日程第３、議案第１号「箕面市学校財務

取扱要綱改正の件」を議題とします。議案の朗読を省略し、提案理由

を教育推進部学校管理課長に求めます。 

○学校管理課長（岩永幸博君） ： 本件は、箕面市立小・中学校で実施し

ている財務事務について、校長への権限付与や財務会計システムの導

入など、取扱事務が変更となったことに伴い、箕面市立学校財務取扱

要綱の全部改正を提案するものです。 

◯委員長（小川修一君） ： この件に関して、何か質問、意見はありませ

んか。 

○委員（白石裕君） ： 各学校への予算配分は変わっていないと思うので

すが、どの点が変更されたのですか。 

○学校管理課長（岩永幸博君） ： 以前は、学校管理課から学校配分予算

として、決められた範囲で予算執行するようにとしていましたが、財

務会計システムという、箕面市役所内共通の予算要求や執行事務が行

える電算システムが、各学校単位で電算事務が取り扱えるようになり

ましたので、学校が自ら予算要求して、自ら執行していく。以前のよ

うに、教育委員会から決められた範囲内で行うのではなく、学校が自

ら来年度の必要な予算を要求し、その範囲内で執行していくように変

更したものです。 

○委員（白石裕君） ： 事務執行上は、大変なものだと思いますが、各学

校が予算を立てるということは、学校にそれだけの力がないといけま

せん。アメリカでもスクールベーストファイナンスとして、学校に基

盤をおく財政システムがはやりなので、いいことだと思うのですが、

それだけのシステムが整わないと、混乱するなど、かえって学校の状

況が悪くなるなどの心配があるのですが、この点はいかがですか。 

○教育次長（重松剛君） ： 箕面は小学校１３校、中学校７校ありますが、

従来は、小学校１３校分の消耗品を例えば１５０万円として、学校管

理課で一括の予算を確保し、学校の在籍児童数で按分して、配分して



いました。執行処理については、学校の事務職が学校管理課に支出命

令書の発行を依頼していました。数年前から始めたのは、例えば、あ

る学校の消耗品費や小さな修繕料として必要な額は、校長や教頭、事

務職や教職員などが議論して積み上げてきます。ところが、大きな学

校修繕や工事などの大きな額のものについては、学校管理課で管理し

ます。校長の裁量の範囲内でできるものについては、学校で責任を持

って予算を編成し、執行してくださいとして、学校の自立性を極めて

多く確保する形に変更しました。白石委員にご心配いただいています

が、事務は大変ですが、今まで、学校管理課に全小・中学校の事務執

行が集まっていたのが、学校でそれぞれ行えるので、その分について

は、少し楽になっている。学校においては、事務職、教頭、校長の一

つのラインできちんと処理を行うとして、学校の自立性が、あるいは、

予算の自主編成権が確保できると思います。予算の執行についての責

任の明確性が学校にも芽生える、あるいは、芽生えさせるための要綱

と考えています。必ず、予算委員会を学校で立ち上げるようにとして

いますので、これは、非常に進んだ方法だと考えています。 

○委員（白石裕君） ： アメリカでもスクールベーストファイナンスでの

ポイントはカリキュラム関係を自分たちで決定して、その費用が自分で

使えるのか。教職員の給与は、学校では自由にならないようですが。学

校教育活動の根幹に関わるところの予算が自由になるのか、ならないの

か、いかがですか。例えば、極端に言うと、非常勤講師を学校で雇うこ

とが可能ですか。 

○教育次長（重松剛君） ： 非常勤講師などの人件費や学力向上ボランテ

ィアを学校独自で雇うなどについては、教育委員会事務局が一括して予

算を確保しています。学校単位で予算を持つと、例えば、学力向上ボラ

ンティアが必要な人数、確保できなかったとすると、他の学校とのバラ

ンスで都合しあいすることができる。その分については、重点的にどこ

に配置することができるかについても、事務局で一括管理する方が、効

果的です。振り幅が大きいものについても事務局で一括して持ちます。

しかし、学校図書館の資料費などは、学校で持つようにしています。ま

た、例年８月に発表会を開催している特色ある学校づくりの交付金など

については、講師を招くなど、学校で自由に使えるよう、学校の自主性

があります。 

○委員（白石裕君） ： 学校でどのような状況になっているのか、ぜひ見

せていただきたい。 

◯委員長（小川修一君） ： そうですね。学校現場での事務執行について



は、具体的にみる機会が少ないので、学校訪問の際にそのようなことも

拝見させていただきたいです。 

○委員長（小川修一君） ： 他にないようですので、議案第１号を採決し

ます。本件を原案どおり可決することに異議はありませんか。 

（“異議なし”の声あり） 

○委員長（小川修一君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は、原案

どおり可決されました。 

◯委員長（小川修一君） ： 次に日程第４、議案第２号「箕面市情報開示

審査会に対する諮問の一部取下げの件」を議題とします。議案の朗読

を省略し、提案理由を教育推進部学校教育課長に求めます。 

○学校教育課長（中村香君） ： 本件は、平成２０年９月３０日付けで「２

００７年度全国学力テスト箕面市の平均正答率等」及び「２００７年

度・２００８年度全国学力テストの市内各校の平均正答率等」につい

て非開示決定処分を開示請求者に通知しました。これに対し、平成２

０年１１月２８日付けで異議申立てがありました。これを受け、平成

２０年１２月１２日付けで箕面市情報開示審査会に対し、行った諮問

のうち一部を取り下げるため提案するものです。箕面市教育委員会は

平成１９年度の調査結果については、丁寧に分析をした上で、成果と

課題、具体的施策についてすでに公表しました。その際は、市平均正

答率等の数値は公表していません。また、府内各市町村とも市町村の

平均正答率等の公表は、平成１９年度は行っていませんでした。今回、

平成１９年度の市平均正答率等の開示請求があった段階では、適切に

事務処理が完了していること、また、昨年度の他市の状況等を踏まえ

た結果、非開示としました。それに対して、開示請求者より異議申立

てがあり、１２月９日の教育委員会会議で情報開示審査会への諮問を

決定いただきました。その後、新聞報道や開示に関わっての他市の状

況が明らかになってくる中で、府内他市の状況を詳しく調べたところ、

今年度の市の平均正答率等を公表した自治体においては、昨年度の市

平均正答率等について公表はしないが、開示まで拒むことは適切でな

いと考えているところが多くあることがわかりました。また、実際に

公表している自治体があることも判明しました。このため、事務局で

再検討した結果、情報公開条例の趣旨から、行政の保有する情報はで

きる限り市民に公開するべきであることや、公表でなく開示として請

求者のみに知らせることなどを考慮し、誠に申し訳ありませんが、開

示請求の一部である平成１９年度の本市の平均正答率等を開示するた

め、諮問の一部取下げをお願いするものです。 



◯委員長（小川修一君） ： 平成２０年１２月９日の教育委員会会議にお

いて異議申立てに対して、箕面市情報開示審査会への諮問を決定しまし

た。その後、事務局として府内の状況を調査したとして、諮問の決定を

行う前に十分調査すべきではありましたが、取り下げるべき状況に至っ

たということですね。このことに関し、委員の皆さんの意見はどうです

か。 

◯委員長（小川修一君） ： 箕面市は、昨年９月１８日に、今年度の調査

の結果について各学年、各教科の平均正答率を公表しましたが、何か反

応や心配していた混乱などはありましたか。 

○学校教育課長（中村香君） ： 平成２０年度の全国学力・学習状況調査

の本市の平均正答率等の数値を含めた公表の後には、市民の方々から２、

３のご意見をいただきました。概ね理解していただいている内容のもの

で特に、心配していた大きな混乱はありませんでした。 

◯委員長（小川修一君） ： ２、３のご意見とは、どのようなものでした

か。 

○学校教育課長（中村香君） ： 数値だけを公表することには、意義がな

いと思うので、どのような具体的なことを行っていくのかが問題になる

であろうというご意見や、全国と比べて、数値が良かったから、良かっ

たではなく、どの子も伸ばしていくことが必要なのではないかなどのご

意見をいただきました。 

◯教育推進部次長（若狭周二君） ： 先程、委員さんからのご意見もあり

ましたが、地域の方々や各団体の協力について、市民の方からも、地域

全体で取り組みを行っていかなければならないとの声もいただいたと

ころです。我々は、子どもたちの豊かな育ちと確かな学びを支援するた

め、今回、結果を公表したことについては、市民の方は概ね了解いただ

いており、子どものために市教委は今後どのようなことを考えていくの

かなどの具体的な提案も多々ありました。 

○委員（白石裕君） ： 事務局から誠に申し訳ないとの説明がありました

が、私自身も前回には、いずれも非開示が妥当だと判断しました。今、

その後、いろいろと話を聞いたり、私自身なりの判断をして、提案どお

り、開示は避けられないところはあるだろうと思い、全体の開示につい

ては、今年度も発表しているとして、やむを得ないと思います。ただ、

各学校別はやめるべきだとずっと思っていますので、この点については、

非開示の原則を貫くべきではないかと。当初そのような判断をしておき

ながら、一部取り下げることへの考えに至っていることについては、私

自身も申し訳ないと個人的には思います。 



◯委員長（小川修一君） ： 「平成１９年度、２０年度の学校別平均正答

率等」の開示請求については非開示とし、情報開示審査会に諮問するが、

「平成１９年度分の市平均正答率等」については開示をしていこうとい

うことですね。 

○委員（坂口一美君） ： 両委員のご意見は十分承知しているのですが、

２点ほど言わせていただきます。今回の平成１９年度分の開示について

は、個人への開示であるということなので、それでいいと思うのですが、

理由として、市町村が主体であるのに、他の市町村が開示している理由

だけで、平成１９年度分について、私たちの意見を覆すことは、いかが

なものかということが１点。また、もし、今は、お一人の開示請求です

が、まとまったいろいろなところからの開示を求められた場合には、公

開という形もやむを得ないのではないかと、逆に思います。そうなった

場合、やはり、２０年度と同様に、きちんとした公開のあり方を踏まえ

ないといけないのではないかと思います。また、白石委員もおっしゃい

ましたが、市町村の平均正答率については、２０年度は公表しています

ので、いいと思いますが、やはり各学校間の競争を招くような形に絶対

にすべきではないと思いますし、文部科学省の文書の取扱の中にも明記

されていたと思っていますので、それは、死守すべきだと思います。実

害はないという話がありましたが、２０年度の公開のものによって、学

校別の進学の偏差値を割り出している方もいらっしゃいます。そのよう

なものが、流れていることが現状で、私も目にしました。校区ごとによ

って、偏差値が出て、それにより高校の進学の参考にしていると聞きま

す。ですから、実害はないかもしれませんが、そのような動きはありま

すので、取扱には、慎重を期していただきたいと思います。 

◯委員長（小川修一君） ： 他にないようですので、議案第２号を裁決し

ます。本件を原案どおり可決することに異議はありませんか。 

（“異議なし”の声あり） 

○委員長（小川修一君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は、原案

どおり可決されました。 

◯委員長（小川修一君） ： 次に日程第５、議案第３号「財産取得要請の件」

を議題とします。議案の朗読を省略し、提案理由を教育推進部教育政策

課長に求めます。 

○教育政策課長（稲野公一君） ： 本件は、昨年４月に新築移転した箕面

市立止々呂美小学校及び箕面市立止々呂美中学校の建物を大阪府から

取得するにあたり、教育財産の取得を箕面市長に要請するため、提案

するものです。 



◯委員長（小川修一君） ： この件に関して、何か質問、意見はありませ

んか。 

○委員長（小川修一君） ： ないようですので、議案第３号を採決します。

本件を原案どおり可決することに異議はありませんか。 

（“異議なし”の声あり） 

○委員長（小川修一君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は、原案

どおり可決されました。 

○委員長（小川修一君） ： 次に日程第６、報告第１号「箕面市教育委員

会事務局職員の人事発令の件」を議題とします。議案の朗読を省略し、

提案理由を教育推進部教育政策課長に求めます。 

◯教育政策課長（稲野公一君） ： 本件は、懲戒処分１名、分限休職処分

３名、復職１名をそれぞれ発令する必要が生じましたが、委員長にお

いて、教育委員会会議を招集する時間的余裕がないことが明らかであ

ると認められたため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２

６条第１項並びに箕面市教育委員会教育長に対する事務委任規則第３

条第１項及び箕面市教育委員会事務局組織及び事務分掌規則第６条第

１号の規定により、教育長職務代理者が臨時に代理しましたので、箕

面市教育委員会教育長に対する事務委任規則第３条第２項の規定によ

り報告するものです。 

◯委員長（小川修一君） ： この件に関して、何か質問、意見はありませ

んか。 

○委員長（小川修一君） ： ないようですので、報告第１号を採決します。

本件を報告どおり承認することに異議はありませんか。 

（“異議なし”の声あり） 

○委員長（小川修一君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は、報告

どおり承認されました。 

○委員長（小川修一君） ： 次に、日程第７、報告第２号「箕面市教育委

員会会議録の承認を求める件」を議題とします。議案の朗読を省略し、

提案理由を教育推進部総務次長に求めます。 

○教育推進部総務次長（稲野公一君） ： 本件は、去る１２月９日に開催

された平成２０年第１２回箕面市教育委員会定例会、及び去る１２月

２４日に開催された平成２０年第３回箕面市教育委員会臨時会の会議

録を作成したので、箕面市教育委員会会議規則第４条の規定により提

案するものです。 

○委員長（小川修一君） ： この件に関して、質問、意見はありませんか。 

○委員長（小川修一君） ： ないようですので、報告第２号を採決します。



本件を報告どおり承認することに異議はありませんか。 

（“異議なし”の声あり） 

○委員長（小川修一君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は報告ど

おり承認されました。 

○委員長（小川修一君） ： 次に日程第８、「教育長職務代理者の報告」

を議題とします。教育長職務代理者 教育次長に報告を求めます。 

○教育次長（重松剛君） ： （議案書４９頁により報告） 

◎平成２０年第４回箕面市議会定例会について 

１２月１日から２２日までの会期で行われました。平成１９年度の決

算が不認定となりました。これは、経常収支比率が１００．１パーセン

トで、１００を超えるような予算執行だったとの内容によるものでした。 

補正予算でのおおさか・まなび舎事業に関する予算や、とどろみ幼稚園

の保育室の拡充に関する予算などについては、可決されました。 

一般質問としては、教育推進部では、「教職員の評価・育成システム」

についての見解を問うもの。子どもたちの生活習慣向上に向けた取組に

ついては、学力・学習状況調査の結果、遅寝などの不規則な生活、ある

いは、１０パーセント程度の子どもが朝ご飯を食べていないということ

について、どのような取組をするのかということでしたが、これについ

ては、ＰＴＡや教育コミュニティ関係団体と協議して進めていこうとい

う内容でした。薬物乱用防止教育については、大麻が大学生や高校生の

間で問題となっていますが、小・中学校においても、薬物乱用の問題に

ついては、薬物乱用防止の推進団体があるのでそれを活用して、取り組

んではどうかとの内容でした。箕面市奨学金制度については、高校・大

学の奨学金や入学準備金について、現在の学校の授業料に見合ったもの

になっているかについて、もう一度点検しなおして、取り組むべきでは

ないかとの内容です。 

子ども部の保育・子育て支援施策については、箕面森町に認定子ども

園の誘致を考えていますが、そのような問題や、市街地での待機児童の

様子についての見解や今後の方策について聞かれました。 

生涯学習部の箕面市の文化行政として、以前から指摘があるのですが、

文化振興条例を制定してはどうかということで、箕面は、まちづくり理

念条例の中に文化の分も入れていますので、それでいくという考え方で

進めている状況です。大阪府のミュージアム構想についての箕面市の考

え方を問うについては、生涯学習部のみならず、人権文化部にも関与す

ることですが、大阪府の提唱する「元気で笑顔あふれる大阪」という取

組について、箕面市としても賛同し、市の施設でミュージアム構想に合



うものであれば、発掘して登録したいという考え方を示しました。 

◎教育推進部の行事について 

  １２月２２日に教育問題調整委員会を開催し、中学校のある子どもた

ち同士のけがについてのケースについて、議論いただきました。 

◎子ども部の行事について 

１２月５日に、箕面市内全体で「少年を守る日統一活動日」として、

市内全域で、市長や警察署長を含めて巡視をしていただきました。 

◎生涯学習部の行事について 

  １月１２日に成人祭が無事終わり、新成人１，５６２人のうち、７７

２人、４９．４パーセントの参加があったとして、昨年度に比べて、２．

１パーセント増加しました。 

○委員長（小川修一君） ： この報告に関して、何か質問、意見等はあり

ませんか。 

○委員長（小川修一君） ： ないようですので、各委員から教育行政にか

かることで何かありませんか。 

○委員長（小川修一君） ： 新学習指導要領に対する事務局としての取組

や学校現場でどのように取り組んでいくかについて、現段階での状況を

教えてください。 

◯教育推進部次長（若狭周二君） ： 新学習指導要領の導入にあたって、

平成２０年度は「周知」として、事務局としては、校長会や教頭会の代

表の先生も含めて、新学習指導要領導入にあたっての検討会を立ち上げ

ました。４回ほど会議を開き、次年度以降の移行措置に関する具体的な

内容、授業時間をどうするかなど、具体的に議論しました。そのことを

踏まえて、校長会・教頭会において、移行期間の内容について周知徹底

しました。その間、各学校においては、我々、指導主事を呼んだ研修会

を多くの学校で行っていただいており、新学習指導要領が持つ目的、意

味や具体的な移行の内容についての研修会も何度か行っていただいて

います。平成２１年度を移行元年とし、授業内容、あるいは、行事の精

選を含めて、各学校にお願いしたところです。平成２３年度の実施に先

立ってのすみやかな移行について、校長会や教頭会、事務局を含めて、

検討会や研修会を現在行っているところです。 

○教育センター所長（加賀康弘君） ： 一般教職員に関しては、教育セン

ターでこの夏休みから新学習指導要領に向けた研修を始めており、新し

い移行措置に向けての授業の改善の研究を進めています。 

○委員長（小川修一君） ： 府や国から実施要領などがおりてくると思う

のですが、私は、箕面市だからできる、箕面市でなければできないとい



うものを編み出してほしいと思うのです。もちろん、指導要領ですから、

教育のバイブルですから、外れることは許されないことではあるのです

が、その中での創意工夫として、学校現場での授業展開や子どもたちの

生活環境について、生かすことができればと思うのです。基本的に縛ら

れることよりも、決まりを生かすことについて、何とか工夫して、新た

な教育の世界、箕面市独自のものを編み出していけばと考えています。

教育委員会委員の皆さんともども、知恵を絞りたいと思っています。 

○委員（福井聖子君） ： 新学習指導要領が出たときに、今までよりは、

学校の授業を増やすとか、勉強を学校でもっとやっていこうとなったと

私は受け止めているのですが、ゆとり教育が始まった時点で、公立の小

学校では心許ないのではないかとして、かなり塾や教育産業からいろい

ろな情報が出て、それで、学校だけには任せられないという風潮が広ま

ったように私は認識しているのです。だから、逆に、放課後に塾などが

かなり入ってしまって、放課後にゆとりがなくなってしまった。例えば、

夕食をゆっくり食べるよりは、塾に行く子が増えてしまったということ

も現実にあるので、やはり、公立の小学校に任せれば、勉強は安心だと

いうことを作っていただいて、家庭では、家庭の教育のあり方が見直さ

れていますが、やはり、安心して子どもが家庭でご飯を食べて、ゆっく

り話をすることが非常に大事なので、それを家庭が取り戻せるような働

きかけを一方でできるだけしていただいて、子ども自身の放課後が、も

う少し、楽に、自由に、充実したものであるように、そのような家庭と

学校との役割分担が出せていけるといいのではないかと思います。西小

学校のサタデースクールで塾が導入となりましたが、それで一番危険な

のは、勉強にばかりみんなの目がいって、勉強を教えてもらえるところ

が学力向上に直結するという形を保護者が持つのは、大変危険で、子ど

もの幅広い体験がその先の中学、高校のモチベーションの元であったり

とか、そのときのやっていこうとする学力の元になると思っていますの

で、やはり、小学校の低学年、あるいは、もっと下の年齢の時には、ペ

ーパーの勉強ではなく、いろいろな体験、それが、家族の間でいろいろ

なやりとりがあるとか、コミュニケーション能力であるものを、家庭や

地域が担っているので、そちらを家庭はしっかりやってほしい。学校の

勉強は、学校がしっかりやっていくようなものを出していけるといいの

ではないかと思っていますので、そういったことも加えて検討していた

だければと思います。 

◯教育推進部次長（若狭周二君） ： 委員のご指摘のとおりです。我々は、

家庭でのお願いとして、「生活リズムチェック」、「親子コミュニケー



ション」、「体験の豊かさ」、「チャレンジ精神」などを掲載した家庭

用リーフレットを作り、保育所、幼稚園、小学校、中学校の全保護者に

配布することとしています。同時に、新学習指導要領の展開も踏まえて、

リーフレットを活用したいと思っています。また、先生方は授業で勝負

しているということもあり、その一方で、学力調査についてもリーフレ

ットを作っていますので、これを保護者に理解していただくこととして

います。ご指摘のとおり、学校と家庭、地域が協働で、できることは、

お互いやっていって、その中で、子どもたちの豊かな育ちと確かな学び

を育んでいくことは、肝に銘じていますので、よろしくお願いします。 

○委員長（小川修一君） ： 他にないようですので、事務局から「その他、

教育行政に係る報告」があれば、申出を受けますが、いかがですか。 

○委員長（小川修一君） ： ないようですので、本日の会議は、全て終了

し、付議された案件のうち、陳情１件、議案３件、報告２件はすべて

議了しました。 

○委員長（小川修一君） ： これをもちまして、平成２１年第１回箕面市

教育委員会定例会を閉会とします。 

 

 

 

 

 

 

（午後４時５５分閉会） 

 

 

 

 

 

以上のとおり会議の次第を記し、相違ないことをみとめたので、ここに

署名する。 

 

 

 

 

 

 






